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自 治 会 

自治会名 蛇沢自治会 

自治会 

拠点住所 
上田市上田 1523-1 

U R L なし 

拠点施設名 

※公民館、 

自治会館など 

蛇沢自治会館 

世 帯 数 

該当世帯数に〇印 

50 未満 100以下 250以下 500以下 750以下 1,000 以下 1,000 以上 

  ○     

自治会の紹介 
位置や沿革、 

成り立ち、 

昔話など 

位 置・・・上田市中心部の東北方向に位置する蛇沢地区，嘗ては上田市

から群馬県沼田市に通じる上州沼田道及び中山道高崎宿に通じる上州街

道のほぼ起点部に位置する集落であつた。 

現在の自治会館は、上田市上田１５２３－１番地にあり北緯３６度２４

分、東経３８度５４分、標高は４８１メートルである。 

太郎山南麓では黄金沢川により作られた山口扇状地の扇端にあたる崖

下の狭い平面に上州街道が作られこの道に沿って蛇沢の集落が形成され

ている戦後になると核家族化が進み扇状地の宅地化が進むにつれて昔の

面影が残っていない。 

現在の山口・蛇沢・金井は承応年間、房山村より山口村が分離し、更に寛

文８年には山口村から分村し蛇沢村となった 

山口より分村した、この頃以降蛇沢としての歴史がようやく明らかに

なってくる。 

この時代は仙石氏により、忠正―政俊⁻正明と続き、三代八十五年間続

いたが宝永三年但馬国出石（現兵庫県豊岡市）に移封し代って松平忠周が

入封筒した。亨和三年には矢出沢川が氾濫し橋が十一カ所流失との記録

もあり天保の時代になると年貢米の保管、備蓄のため各地に郷蔵が設け

られ蛇沢村にも「郷蔵」が建てられた 

 

沿 革・・・蛇沢は上田市の北に聳える太郎山（標高 1164ｍ）と東太郎

山（標高 1300ｍ）の間のある集落である黄金沢川の扇状地ある集落であ

る。古くは太郎山、東太郎山の山麓には房山村と呼ばれる村落があったこ

こには向原・六工・古町・和具・延命寺・戸山岸という集落がありこれら

の集落は秋和、塩尻の境から太郎。東太郎の山麓を通り、向原で２本に分

岐した古道にあった集落であった。分岐したもう一本は大久保の下を通

り上州街道となり、もう一本は東道に繋がっていた、またこの古道西側の

入り口には一里塚があったことから、この道は江戸時代に北国街道とし

て幕府の管理下にあったと考えられる。 

 

昔 話・・・明治７年（1874年）区制改正条例により蛇沢は第 11大区 

第 4小区となったが、明治 9年上田と合併し上田町が成立した。 

明治 22年（1889年）町村制の改定により蛇沢は上田町より分離し上野
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村・古里村・住吉村と合併し「神科村」となった 

更に大正時代になると蛇沢の人口も 275人、戸数は 65戸と明治初期に

比べほぼ倍増している。上州街道の改良工事により商店の数も増加し全

戸に電灯が灯り、矢出沢川の水車営業が盛んとなり、直径 4 メートルの

水車が 5基設置され業者が 10数軒会あり、上田変電所が大正 14、蛇沢の

集落内に開設される。 

昭和 25 年蛇沢公会堂新築、昭和 30 年神科中央水道から上水道を取り

入れ、昭和 41年県道舗装工事が竣工される、 

平成時代になると上信越自動車道の開通や上田バイパスの開通は神科

地区の活性化につながっている特に蛇沢地区は、上田バイパスが横断し

住みやすさと利便性から、今も大型商業施設や一般住宅が増加し活気を

呈している。 

 

組  織 
個人名を含まない 

組織図など 

※ 蛇沢区内を３ブロック・・・（A.B.Cブロック体制） 

    Aブロック（1・2・3・4・5・6班） 

Bブロック（7・8・9・10・11班） 

Cブロック（12・13・14・15・16班） 

 

委員・・・自治会長、副自治会長、会計 

協議員・・・公民館分館長、議長、書記、土木山林部長、生活環境部長 

生活環境服部長８名 

委員等・・・公民館副分館長、公民館主事、人権同和教育推進員 

交通安全委員（正、福）、防犯指導員、氏子総代（１年目、２年目） 

青少年育成会長、青少年育成推進指導員、民生・児童委員、福祉推進委員

（正・福）、健康推進新委員（正・福）監査委員２名、選挙管理委員３名 

北小支部長、三中支部長、消防班長、年番長、 

役員任期・・・＜正・福＞ ＜１年目・２年目＞がある役職は２年任期 

定期総会…毎年正月三が日後の日曜日午後１時３０分 

主な行事 

自治会・・・新年総会・どんど焼き・春祭り・環境美化及び河川清掃（春季、秋

季）・里山トレッキング・長寿を祝う会・夏祭り（上田わっしょい）・ふれあい食

事会・マレットゴルフ大会（５，８，１０月）・上野丘地区運動会・秋まつり・

焼きいも大会・２年参り 

 

同好会・愛好クラブ等・・・ハッピー体操・ホタルの会・マレットゴルフ愛好

会・大正琴の会・絵手紙の会・北小 PTA 蛇沢支部子ども会・三中 PTA 支部子ど

も会・その他 

第一次 

避難場所 

施設名 上田染谷高校 

住 所 上田市上田 1710 

その他自治会で指定された施設の施設名、住所 
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防犯・防災 

管轄消防分団・・・第１２分団 

 

蛇沢自治会自主防災・・・「自治会員の災害意識の高揚と災害時における生命・

財産を守るための活動を目的とする 

本部を蛇沢自治会館に置く 

隊長（自治会長）・・副隊長２名 （副自治会長、会計） 

 消火・防災班・・初期消火及び防災にあたる防火防災施設、設備、器具             

等の確認点検を行う ＜班員 ５名＞ 

 救出・救護班・・負傷者の救出と救護にあたる ＜班員 ５名＞ 

 避難・誘導班・・避難場所を設定し、会員の安全を確保し避難誘導に当  

たる ＜班員 ５名＞ 

 警 備 班・・災害時に、区内の警備にあたる 

 情 報 般・・災害時等、機関との連絡及び情報の収集と伝達に当たる 

     ＜班員 ５名＞ 

 給食・給水班・・給食・給水の手配にあたる ＜班員 ４名＞ 

※毎年、自治会役員・委員等の改選に伴って自治会長をトップとした『蛇沢自治

会自主防災組織』を編成し自治会役員と消防団が中心になって年に１度自治

会主催で防災訓練を実施、上田市東北分署の指導を受け蛇沢自治会災害対策

マニュアルに基づき、その日の訓練マニュアルを作成し、自治会役員・協議

員・班長・希望者対象に２～３時間行っている 

※現在の蛇沢区の消防団員定数は、４人であるが２名と半数となっており団員

の確保が緊急の課題であり、自主防災組織そのものの存続も危ぶまれている

のが現状である 

※自然災害に対応するために蛇沢 4 自治会では民生児童委員・福祉推進委員の

協力を得て、要介護者、被災者への対応体制を構築している 

 

防 犯・・・地域の安心と安全を守る運動 

 上田駅前パトロール・・・・・「神科地区防犯指導員・警察・市職員」 

 春の地域安全運動・・・・・・「自治会内の防犯パトロール」 

 夏の地域安全運動・・・・・・「自治会内の防犯パトロール」  

 全国地域安全運動・・・・・・「自治会内の防犯パトロール」  

 年末特別警戒・・・・・・・・「自治会内の防犯パトロール」  

 防犯灯の点検・・・・・・・・「自治会内の防犯灯の確認」 

安  全 

安協のとりくみな

ど 

住吉北交差点の旗振り、広報車巡回、神科小安全教室、春の交通安全 

秋の交通安全等 

 

 

環  境 

資源回収情報など 

蛇沢区には２か所の資源回収場所があり回収日には４名の生活環境部員立ち合

う、設営から回収後の後片づけまでお願いしている 
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そ の 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火の見櫓 蛇沢大橋 

蛇沢自治会館 

天神天満宮（２０２１年１２月１６日竣工） 


